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研
究
の
目
的
と
経
緯

　

開
発
型
共
同
研
究
「
日
本
近
世
に
お
け
る
彩
色
の
技
法
と
材
料
の
受
容
と
変
遷
に

関
す
る
研
究
」（
以
下
、
本
研
究
）
は
、
日
本
近
世
の
絵
画
や
彫
刻
な
ど
に
用
い
ら

れ
た
彩
色
材
料
や
技
法
の
調
査
を
通
じ
て
、
そ
れ
ら
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
、
従
来

の
日
本
の
彩
色
技
術
と
表
現
が
、
国
外
文
化
の
影
響
を
受
け
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し

て
い
っ
た
の
か
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
五
）
年
度
か
ら

二
〇
一
六
（
平
成
二
七
）
年
度
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
。

　

江
戸
時
代
に
お
け
る
国
外
文
化
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
限
定
的
と
と
ら
え

ら
れ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
、
中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島
か
ら
の
影
響

が
大
き
く
、
さ
ら
に
は
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
を
経
由
し
た
欧
州
か
ら
の
影
響
も
少
な
か

ら
ず
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

西
洋
文
化
の
影
響
は
、
一
五
四
九
年
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
来
航
が
契

機
と
な
り
、
国
内
に
広
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
美
術
史
学
に

お
い
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
た
め
に
も
た
ら
さ
れ
た
西
洋
絵
画
技
法
に
よ
り
製

作
さ
れ
た
初
期
洋
風
画
や
、
日
本
の
絵
画
技
法
に
よ
り
な
が
ら
も
、
外
国
人
や
外
国

船
、
輸
入
品
を
描
い
た
南
蛮
屏
風
に
み
ら
れ
る
作
風
な
ど
に
お
い
て
、
そ
の
影
響
が

み
て
と
れ
る
。
初
期
洋
風
画
に
み
ら
れ
る
技
法
お
よ
び
表
現
は
、
禁
教
に
よ
っ
て

い
っ
た
ん
衰
退
す
る
が
、
江
戸
時
代
中
期
に
な
る
と
、
日
蘭
貿
易
な
ど
を
通
じ
た
西

洋
の
科
学
技
術
の
積
極
的
な
受
容
と
と
も
に
、
絵
画
の
図
像
表
現
に
も
再
び
そ
の
影

響
が
現
れ
、
秋
田
蘭
画
の
成
立
や
油
彩
画
の
制
作
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

中
国
大
陸
か
ら
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
渡
来
し
た
禅
僧
隠
元
に
よ
っ
て
明
文
化
が

も
た
ら
さ
れ
、
黄
檗
文
化
へ
と
発
展
す
る
。
そ
の
影
響
は
宗
教
の
み
な
ら
ず
、
食
材

や
建
築
、
絵
画
や
彫
刻
に
も
及
び
、
次
第
に
日
本
の
文
化
と
融
合
し
て
い
っ
た
。
中

で
も
、
仏
教
彫
刻
に
お
け
る
影
響
は
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
製

作
に
関
す
る
技
法
や
材
料
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
国
外
文
化
の
流
入
に
伴
っ
て
、
絵
画
や
彫
刻
彩
色
に
用
い
ら
れ
た
材
料

や
技
法
も
変
化
し
て
い
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
が
、
現
状
で
は
美
術
史
学
的
な
範

疇
で
の
研
究
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
自
然
科
学
的
な
手
法
を
併
用
し
た
体
系
的
な
調

査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
本
研
究
で
は
、
当
初
、
国
外
文
化
の
影
響
が
顕
著
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
近
世
初
期
の
絵
画
お
よ
び
彫
刻
を
対
象
資
料
と
す
る
こ
と
を
予
定
し

た
が
、
結
果
的
に
時
間
軸
は
限
定
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
資
料
の
属
性
を
選
択

し
、
そ
の
中
で
、
彩
色
材
料
の
種
類
や
技
法
、
色
彩
表
現
な
ど
を
概
観
す
る
こ
と
と

し
た
。
各
分
野
に
お
け
る
美
術
史
学
的
な
研
究
と
、
顔
料
の
材
質
分
析
や
産
地
推
定

分
析
、
色
彩
計
測
な
ど
の
自
然
科
学
的
な
分
析
を
で
き
る
だ
け
並
行
し
て
実
施
し
、

（
一
）
塗
り
重
ね
や
混
色
と
い
っ
た
彩
色
の
技
法
と
色
彩
表
現
、（
二
）
顔
料
や
膠
着

共
同
研
究
の
概
要

島
津
美
子
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材
な
ど
の
彩
色
材
料
、（
三
）
画
題
や
構
図
に
現
れ
る
中
国
大
陸
・
朝
鮮
半
島
お
よ

び
西
洋
由
来
の
絵
画
表
現
の
三
項
目
を
主
要
な
調
査
項
目
に
設
定
し
た
。

研
究
組
織　
（
五
十
音
順
、
肩
書
は
参
加
開
始
時
の
も
の
、
括
弧
内
は
専
門
分
野
）

共
同
研
究
員
・
館
外

　

荒
井　

経　
　
　

�

東
京
藝
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
文
化
財
保
存
学
専
攻
保
存

修
復
日
本
画
研
究
室　

准
教
授
（
日
本
画
制
作
・
保
存
修
復
日

本
画
）

江
村
知
子　
　
　

東
京
文
化
財
研
究
所
文
化
遺
産
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

主
任
研
究
員
（
日
本
絵
画
史
）

岡
田　

靖　
　
　

東
北
芸
術
工
科
大
学　

文
化
財
保
存
修
復
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

講
師
研
究
員
（
木
質
文
化
財
の
保
存
修
復
）

坂
本　

満　
　
　

本
館
名
誉
教
授
（
美
術
史
）

武
田
恵
理　
　
　

文
化
財
保
存
修
復
ス
タ
ジ
オ　

代
表
（
保
存
修
復
油
画
）

中
右
恵
理
子　
　

東
洋
美
術
学
校　

非
常
勤
講
師　
（
保
存
修
復
絵
画
）

　

大
和
あ
す
か　
　

静
岡
市
東
海
道
広
重
美
術
館　

学
芸
員
（
保
存
科
学
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
一
五
年
三
月
一
日
よ
り
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

共
同
研
究
員
・
館
内

大
久
保
純
一　
　

本
館
研
究
部
情
報
資
料
研
究
系　

教
授
（
日
本
近
世
絵
画
史
）　　

齋
藤　

努　
　
　

本
館
研
究
部
情
報
資
料
研
究
系　

教
授
（
文
化
財
科
学
）

◎
島
津
美
子　
　
　

本
館
研
究
部
情
報
資
料
研
究
系　

助
教
（
保
存
科
学
）

鈴
木
卓
冶　
　
　

本
館
研
究
部
情
報
資
料
研
究
系　

准
教
授
（
色
彩
と
画
像
の
数

理
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
◎
は
研
究
代
表
者
）

本
特
集
号
・
執
筆
者

　

長
谷
洋
一　
　

���

関
西
大
学
文
学
部
総
合
人
文
学
科
芸
術
学
美
術
史
専
修　

教
授　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
仏
教
彫
刻
史
）

研
究
の
経
過
（
二
〇
一
四
～
二
〇
一
六
年
度
）

共
同
研
究
会

◇
第
一
回
研
究
会
　
二
〇
一
四
年
六
月
一
六
日
（
月
）　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

研
究
発
表

1
．
荒
井
経
「
色
材
研
究
の
魅
力
と
課
題
」

　

近
代
日
本
画
成
立
の
過
程
で
利
用
さ
れ
た
合
成
色
材
に
つ
い
て
。
輸
入
顔
料

が
用
い
ら
れ
た
日
本
画
と
新
岩
絵
具
の
成
立
、
先
行
研
究
か
ら
プ
ル
シ
ア
ン
ブ

ル
ー
の
使
用
状
況
、
輸
入
材
料
の
受
容
と
近
代
日
本
画
に
つ
い
て
。

2
．
江
村
知
子
「
近
世
絵
画
の
表
現
技
法
の
広
が
り
に
つ
い
て
」

　

近
世
日
本
絵
画
に
用
い
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
技
法
に
よ
る
表
現
（
盛
り
上
げ

な
ど
）
と
使
用
さ
れ
た
顔
料
（
と
く
に
白
色
顔
料
）
の
関
係
に
つ
い
て
。

3
．
武
田
恵
理
「
近
世
の
洋
風
画
に
つ
い
て
」

　

初
期
洋
風
画
の
研
究
史
、
描
か
れ
た
時
代
背
景
、
絵
画
の
構
造
に
つ
い
て
。

資
料
熟
覧

江
戸
及
び
諸
国
名
所
泥
絵
集
、
江
戸
景
観
図
（
館
蔵
資
料
）（
資
料
紹
介
：
大

久
保
純
一
）

◇
第
二
回
研
究
会
　
二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
七
日
（
金
）
一
八
日
（
土
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
東
北
芸
術
工
科
大
学 

文
化
財
保
存
修
復
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
発
表

1
．
大
久
保
純
一
「
江
戸
時
代
末
期
の
錦
絵
の
流
通
」

　

錦
絵
の
定
義
、
流
通
、
色
材
の
調
査
を
す
る
う
え
で
留
意
が
求
め
ら
れ
る
製

作
年
に
つ
い
て
な
ど
。

2
．
鈴
木
卓
治
「
プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
、
赤
色
、
オ
レ
ン
ジ
の
各
色
の
特
徴
と
年

代
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
」

3
．
大
和
あ
す
か
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）「
幕
末
か
ら
明
治
期
に
制
作
さ
れ
た
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錦
絵
の
色
材
」

　

錦
絵
の
各
色
の
分
光
計
測
結
果
と
蛍
光
Ｘ
線
分
析
、
Ｘ
線
回
折
分
析
か
ら
の

色
材
の
同
定
結
果
。

4
．
岡
田
靖
「
近
世
彩
色
彫
刻
の
調
査
に
つ
い
て
」

資
料
熟
覧

天
童
市
広
重
美
術
館
お
よ
び
個
人
蔵
の
錦
絵
の
熟
覧
お
よ
び
調
査
の
試
行
（
協

力
者
：
天
童
市
広
重
美
術
館
学
芸
員　

土
屋
明
日
香
氏
）

寒
河
江
八
幡
宮
の
随
神
像
二
体
の
彩
色
調
査
（
熟
覧
お
よ
び
蛍
光
Ｘ
線
分
析
）、

仁
王
像
二
体
（
熟
覧
）。

◇
第
三
回
研
究
会
　
二
〇
一
五
年
三
月
一
六
日
（
月
）　
東
京
文
化
財
研
究
所

研
究
発
表

1
．
島
津
美
子
「
館
蔵
錦
絵
の
分
析
結
果
報
告
」

　

幕
末
明
治
期
の
錦
絵
を
対
象
と
し
て
色
材
分
析
を
行
っ
た
結
果
報
告
。赤
色
、

黄
色
、
緑
色
に
つ
い
て
、
色
材
の
種
類
と
使
用
方
法
の
傾
向
を
発
表
し
た
。

2
．
江
村
知
子
「
日
本
絵
画
に
関
連
す
る
技
法
書
お
よ
び
事
例
紹
介
」

　

江
戸
時
代
の
絵
画
技
法
書
『
画
筌
』
な
ど
の
紹
介
と
、
日
本
絵
画
に
お
け
る

微
細
な
表
現
方
法
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
っ
た
。

◇
第
四
回
研
究
会
　
二
〇
一
五
年
六
月
二
二
日
（
月
）　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

研
究
発
表

1
．
江
村
知
子
「
近
世
絵
画
の
光
学
調
査
」

　

発
表
者
の
所
属
機
関
で
あ
る
東
京
文
化
財
研
究
所
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
光

学
調
査
の
う
ち
、
と
く
に
赤
外
線
を
利
用
し
た
調
査
に
つ
い
て
、
そ
の
成
果
報

告
書
に
沿
い
な
が
ら
、
美
術
史
的
な
解
釈
を
加
え
た
発
表
が
あ
っ
た
。

2
．
岡
田
靖
「
山
形
の
仏
像
の
美
術
史
的
変
遷
に
つ
い
て
」

　

山
形
の
彩
色
仏
像
群
に
つ
い
て
作
者
や
時
代
背
景
な
ど
の
発
表
が
あ
っ
た
。

調
査
対
象
を
黄
檗
彫
刻
か
ら
近
世
後
期
の
仏
像
に
変
更
す
る
に
あ
た
り
、
今
後

対
象
と
な
る
調
査
資
料
の
履
歴
や
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
紹
介
し
た
。

調
査
報
告　
　

1
．
長
崎
初
期
洋
風
画
調
査
の
報
告
（
坂
本
満
）

　

同
年
一
月
に
、
初
期
洋
風
画
の
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
長
崎
に
所
在
す
る
絵

画
の
調
査
を
行
っ
た
。
実
資
料
は
傷
み
が
あ
り
、
ま
た
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
図
像

の
つ
じ
つ
ま
の
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
認
め
ら
れ
た
。
ロ
ー
ブ
の
陰
影
な
ど
に
油

彩
画
の
特
徴
が
若
干
あ
る
が
、
全
体
に
解
釈
が
難
し
か
っ
た
と
の
報
告
が
な
さ

れ
た
。

資
料
熟
覧　

錦
絵
、
江
戸
景
観
図
、
画
本
虫
撰
、
大
津
絵
（
館
蔵
）

◇
第
五
回
研
究
会
　
二
〇
一
六
年
三
月
一
七
日
（
木
） 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

研
究
発
表

1
．
島
津
美
子
・
岡
田
靖
「
山
形
県
の
木
彫
仏
像
彩
色
の
技
法
材
料
調
査
報
告
―

龍
泉
寺
、
塩
田
行
屋
、
法
来
寺
の
事
例
―
」

　

二
〇
一
五
年
九
月
に
実
施
し
た
現
地
調
査
、
お
よ
び
そ
の
後
の
色
材
分
析
の

結
果
を
含
め
た
研
究
成
果
を
報
告
し
た
。

2
．
荒
井
経
「
色
材
分
析
に
目
的
と
成
果
―
情
報
の
整
理
と
共
有
に
向
け
て
―
」

　

色
材
分
析
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
編
年
に
加

え
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
な
ど
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。

3
．
江
村
知
子
「
太
平
記
絵
詞
の
調
査
か
ら
」

　

二
〇
一
五
年
八
月
に
実
施
し
た
館
蔵
「
太
平
記
絵
詞
」
の
資
料
調
査
結
果
を

報
告
し
た
。

4
．
大
和
あ
す
か
「
錦
絵
の
紫
に
つ
い
て
」

　

錦
絵
に
用
い
ら
れ
た
紫
色
は
、
赤
色
と
青
色
の
色
材
が
混
合
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
混
合
さ
れ
た
材
料
の
変
遷
に
つ
い
て
、
分
析
結
果
を
も
と
に
報
告
し
た
。
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◇
第
六
回
研
究
会
　
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
一
日
（
火
）　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　

資
料
調
査

　

館
蔵
資
料
「
南
蛮
人
来
朝
図
屏
風
」（
左
隻
）、「
南
蛮
屏
風
」（
左
隻
）
の
熟
覧

調
査
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
い
た
意
見
交
換
を
行
っ
た
。本
館
蔵
の「
南
蛮
屏
風
」は
、

い
わ
ゆ
る
南
蛮
人
を
描
い
た
屏
風
絵
の
中
で
も
、
比
較
的
早
い
段
階
で
制
作
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
年
変
化
に
よ
り
画
面
が
や
や
暗
い
た
め
、

こ
れ
ま
で
詳
細
な
調
査
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
今
回
、
近
世
日
本
美
術
、
保

存
修
復
日
本
画
、
西
洋
美
術
史
の
三
分
野
の
専
門
家
が
同
時
に
調
査
を
行
っ
た
結

果
、
再
評
価
を
行
う
方
向
性
が
見
出
さ
れ
た
。

◇
第
七
回
研
究
会
　
二
〇
一
六
年
一
一
月
一
一
日
（
金
）　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

研
究
発
表

1
．
斎
藤
努
「
鉛
顔
料
の
鉛
同
位
体
比
分
析
結
果
」　

2
．
島
津
美
子
「
各
種
顔
料
の
使
用
時
期
に
つ
い
て
の
試
案
」

◇
第
八
回
研
究
会
　
二
〇
一
七
年
三
月
二
四
日
（
金
）　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

研
究
発
表

1
．
大
和
あ
す
か
「
錦
絵
に
お
け
る
青
色
色
材
の
変
遷
と
緑
・
紫
の
混
色
表
現
に

つ
い
て
」

2
．
中
右
恵
理
子
「
南
蛮
か
ら
幕
末
に
か
け
て
の
日
本
に
お
け
る
油
彩
画
技
法
の

受
容
と
変
遷
に
つ
い
て
」　

資
料
調
査

二
〇
一
四
年
度

　

二
〇
一
五
年
一
月
一
二
・
一
三
日　

初
期
洋
風
画
関
連
資
料
調
査
（
長
崎
）

二
〇
一
五
年
度

　

四
月
八
日
、
八
月
二
二
日　

鉄
斎
美
術
館
絵
具
調
査

・
富
岡
鉄
斎
の
絵
具
箱
の
臙
脂
な
ど
の
材
質
調
査
を

行
っ
た
。

　

八
月
一
〇
～
一
三
日　
　

館
蔵
「
太
平
記
絵
詞
」
調
査

九
月
一
六
～
一
八
日　
　

山
形
県
彩
色
彫
刻
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
龍
泉
寺
、
塩
田
行
屋
、
法
来
寺
）

　

一
一
月
一
九
・
二
〇
日　

館
蔵
錦
絵
調
査

二
〇
一
六
年
度

　

四
月
一
七
・
一
八
日　
　

山
形
県
彩
色
彫
刻
調
査
（
玉
林
寺
、
常
林
寺
）

　

九
月
一
・
二
日　
　
　
　

山
形
県
彩
色
彫
刻
調
査
（
金
勝
寺
、
慈
眼
寺
）

　

九
月
一
二
～
一
六
日　
　

初
期
洋
風
画
関
連
調
査
（
イ
タ
リ
ア
）

　

一
〇
月
一
〇
・
一
二
日　

館
蔵
錦
絵
調
査

一
〇
月
一
二
～
一
四
日　

館
蔵
「
紙
本
著
色
南
蛮
人
来
朝
図
屏
風
」
お
よ
び
「
南

蛮
屏
風
」
調
査

研
究
の
成
果
と
課
題

　

江
戸
時
代
に
流
入
し
た
外
国
文
化
の
影
響
に
よ
り
、
日
本
絵
画
、
油
彩
画
、
彫
刻

の
彩
色
が
ど
の
よ
う
に
影
響
を
受
け
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

始
ま
っ
た
本
研
究
で
あ
っ
た
が
、
分
野
ご
と
に
「
一
般
的
な
」
彩
色
技
法
や
材
料
が

は
っ
き
り
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

に
お
け
る
彩
色
技
法
あ
る
い
は
材
料
を
概
観
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
際
、
代
表
者
が
絵
具
の
材
質
分
析
を
行
っ
て
い
た
錦
絵
に
つ
い
て
も
、
調
査
対

象
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

日
本
に
お
け
る
彩
色
材
料
の
自
然
科
学
的
な
分
析
調
査
は
、
日
本
絵
画
や
油
彩
画

に
お
い
て
比
較
的
多
く
の
調
査
事
例
が
あ
り
、
と
く
に
日
本
絵
画
に
使
わ
れ
た
顔
料
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は
、
前
近
代
に
用
い
ら
れ
た
顔
料
と
し
て
一
般
的
と
み
な
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
本

研
究
で
は
、
近
世
前
期
に
制
作
さ
れ
た
屏
風
絵
と
絵
巻
物
に
着
目
し
、
絵
画
表
現
と

制
作
の
過
程
や
顔
料
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
っ
た
。

　

彩
色
彫
刻
で
は
、
当
初
、
江
戸
初
期
の
黄
檗
文
化
の
影
響
を
調
査
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
調
査
資
料
が
限
定
的
で
あ
り
、
同
分
野
で
は
彩
色
材
料
の
分
析
事
例
も

多
く
な
い
こ
と
か
ら
、
山
形
に
基
盤
の
あ
っ
た
共
同
研
究
者
の
岡
田
氏
が
中
心
と
な

り
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
造
ら
れ
た
山
形
県
下
の
仏
像
彩
色
を
系
統
的

に
分
析
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
期
に
か
け

て
、
青
と
緑
の
顔
料
は
、
輸
入
顔
料
に
転
換
し
て
い
く
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、

数
例
で
は
あ
る
が
、
鉛
顔
料
を
利
用
し
て
鉛
同
位
体
比
分
析
に
よ
る
鉛
の
産
地
推
定

分
析
を
行
い
、
製
造
に
関
す
る
自
然
科
学
的
な
デ
ー
タ
を
得
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま

で
個
別
に
議
論
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
美
術
史
学
的
な
視
点
に
よ
る
形
態
の
変
遷
と
、

彩
色
の
技
法
や
材
料
と
い
っ
た
技
術
史
的
な
変
遷
の
二
つ
の
視
点
か
ら
研
究
を
行
う

こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
れ
ら
の
彫
刻
彩
色
に
お
け
る
彩
色
分
析
の
成
果
は
、
山
形
県
下
と
い
う
限
ら
れ

た
地
域
の
事
例
で
は
あ
る
が
、
今
後
、
同
時
期
の
他
地
域
に
あ
る
資
料
と
の
比
較
、

あ
る
い
は
同
地
域
の
多
分
野
の
資
料
と
の
比
較
な
ど
、
彩
色
材
料
や
技
法
研
究
の
ひ

と
つ
の
基
礎
デ
ー
タ
と
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

近
世
に
お
い
て
油
彩
画
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
活

動
に
伴
っ
て
製
作
が
な
さ
れ
た
初
期
洋
風
画
と
、
後
期
以
降
、
蘭
学
の
影
響
に
よ
り

も
た
ら
さ
れ
た
幕
末
洋
風
画
の
二
つ
が
あ
る
。
初
期
洋
風
画
で
は
、
十
分
な
分
析
が

行
え
ず
、
色
材
に
関
す
る
大
き
な
進
展
は
な
か
っ
た
が
、
江
戸
中
期
以
降
に
輸
入
さ

れ
た
油
絵
具
の
処
方
に
関
す
る
調
査
や
実
験
を
行
っ
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
油
彩
画
の
媒
材
で
あ
る
乾
性
油
に
は
亜
麻
仁
油
を
使
う
こ

と
が
多
い
が
、
日
本
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
荏
ノ
油
や
桐
油
を
使
う
と
あ
る
。
比
較
的

最
近
に
な
っ
て
、
日
本
の
漆
塗
り
建
造
物
の
壁
板
に
乾
性
油
で
描
か
れ
た
板
絵
が
見

つ
か
っ
た
。
大
陸
経
由
で
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
建
造
物
彩
色
に
使
う

絵
具
の
処
方
に
も
桐
油
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
ま

た
、
乾
性
油
の
乾
燥
促
進
剤
と
し
て
、
鉛
を
含
む
化
合
物
が
使
わ
れ
る
点
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
同
じ
で
あ
る
が
、
日
本
の
処
方
で
は
添
加
剤
と
し
て
必
ず
唐
辛
子
が
記
さ

れ
て
い
る
。
油
彩
画
と
い
う
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
直
接
伝
来
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
が
、
中
国
大
陸
を
経
由
し
て
い
た
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。

　

錦
絵
で
は
、
二
つ
の
絵
具
に
着
目
し
た
研
究
を
展
開
し
た
。
ひ
と
つ
め
は
、
錦
絵

に
用
い
ら
れ
た
赤
絵
具
に
つ
い
て
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
輸
入
顔
料
で
あ
る
プ
ル

シ
ア
ン
ブ
ル
ー
（
ベ
ロ
藍
）
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
で
あ
る
。

　

錦
絵
に
見
ら
れ
る
赤
は
、
一
八
五
〇
年
代
以
降
、
色
調
が
大
き
く
変
化
す
る
と
い

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
輸
入
顔
料
が
使
わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
き
た
。
現
代

の
文
献
に
よ
れ
ば
、
輸
入
顔
料
は
、
合
成
染
料
（
ア
ニ
リ
ン
染
料
）
あ
る
い
は
、
鉱

物
性
の
顔
料
と
さ
れ
て
お
り
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
っ
た
。
デ
ジ
タ
ル
画
像

上
で
の
測
色
や
分
光
分
析
、
実
資
料
の
色
素
分
析
、
さ
ら
に
、
明
治
期
の
文
献
資
料

調
査
な
ど
も
あ
わ
せ
て
行
い
、
色
調
変
化
を
も
た
ら
し
た
顔
料
に
は
、
コ
チ
ニ
ー
ル

と
呼
ば
れ
る
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
か
ら
抽
出
し
た
赤
色
染
料
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

　

ベ
ロ
藍
に
つ
い
て
は
、
一
八
三
〇
年
頃
以
降
、
そ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
天
然
藍

に
替
わ
り
、
青
の
表
現
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
混
色

に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
中
間
色
を
作
り
出
す
錦
絵
で
は
、
紫
に
青
と
赤
、
緑
に
は
青
と

黄
を
混
合
し
た
絵
具
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
混
色
に
ベ
ロ
藍
が
使
わ
れ
始
め
た
時
期

に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
刊
行
年
が
わ
か
る
錦
絵
の
分
析
か

ら
、
緑
に
は
単
独
で
の
青
よ
り
も
わ
ず
か
に
遅
れ
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一

方
、
紫
に
は
三
〇
年
以
上
遅
れ
て
導
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

分
野
ご
と
の
彩
色
材
料
の
比
較
や
調
査
の
成
果
と
し
て
、
以
下
の
三
点
を
挙
げ

る
。

（
1
）
絵
巻
物
の
よ
う
な
日
本
絵
画
と
木
版
画
で
あ
る
錦
絵
で
は
、
使
用
顔
料
の
傾

向
が
異
な
る
。



6

国立歴史民俗博物館研究報告
第 230集　2021年 12月

（
2
）
彫
刻
で
は
、
幕
末
明
治
初
期
の
資
料
に
お
い
て
、
青
と
緑
に
合
成
顔
料
を

使
っ
た
も
の
が
多
く
見
つ
か
っ
た
。
錦
絵
で
は
、
江
戸
後
期
か
ら
合
成
顔
料
の
ベ
ロ

藍
を
多
用
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
彫
刻
や
錦
絵
で
は
、
日
本
絵
画
よ

り
も
早
い
時
期
に
合
成
顔
料
を
受
け
入
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
あ
る
い
は
、
日
本
絵

画
や
明
治
初
期
の
日
本
画
で
は
輸
入
材
料
を
敢
え
て
使
わ
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ

る
。

（
3
）
江
戸
期
の
油
彩
画
技
法
の
導
入
は
、
西
欧
か
ら
の
直
接
的
な
伝
来
だ
け
で
は

な
く
、
中
国
大
陸
か
ら
の
影
響
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

　

以
上
か
ら
、
資
料
の
属
性
や
種
類
ご
と
に
よ
く
使
わ
れ
た
顔
料
は
異
な
っ
て
お

り
、
一
概
に
日
本
画
材
料
や
伝
統
材
料
と
呼
ば
れ
る
顔
料
が
、
錦
絵
や
彫
刻
に
も
同

じ
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
。
他
方
で
、
錦
絵
と
彩
色
彫
刻
で
は
、
比

較
的
類
似
し
た
色
材
の
使
用
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
調
査
し
た
資
料
の
製
作
時
期
に
よ

る
も
の
か
、
資
料
の
属
性
に
よ
る
違
い
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
顔
料
の
性
質
に
よ

る
技
術
的
な
使
い
わ
け
に
よ
る
も
の
な
の
か
な
ど
を
議
論
す
る
た
め
に
は
、
今
後
も

分
野
を
横
断
し
て
の
分
析
と
デ
ー
タ
比
較
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　

日
本
美
術
史
、
西
洋
美
術
史
、
絵
画
や
彫
刻
の
保
存
修
復
専
門
家
ら
が
一
同
に
会

し
、
各
々
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
議
論
す
る
な
ど
し
て
、
各
資
料
の
解
釈
に
複
合
的

な
視
点
を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
本
共
同
研
究
の
大
き
な
成
果
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
一
方
で
、
文
献
史
学
に
よ
る
歴
史
的
な
資
料
に
よ
る
裏
付
け
が
十
分
に

行
え
な
か
っ
た
点
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
各
分
野
に
お
い
て
着
目

し
た
ま
と
ま
り
ご
と
の
限
ら
れ
た
資
料
群
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
で
共
通
点
、
相

違
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
彩
色
技
法
や
材
料
に
つ
い
て
の
一
定
の
傾
向
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
引
き
続
き
系
統
的
な
分
析
調
査
を
蓄
積
す
る
こ
と
で
、
国
外

文
化
と
の
関
わ
り
や
技
法
材
料
の
移
り
変
わ
り
な
ど
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
も
の
と
思
料
さ
れ
る
。

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）

刊
行
に
よ
せ
て

　

刊
行
が
大
幅
に
遅
れ
、
ご
執
筆
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
し
た
こ
と
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

ご
執
筆
者
の
皆
様
に
は
、
長
ら
く
刊
行
を
お
待
ち
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。




